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＜目的＞本研究は，Facebook ページを通じた身体活動基準 2013 とアクティブガイドの普及・
啓発の取り組みの可能性を検討することを第一の目的とした。さらに，アクティブガイドの英
語版，タイ語版，フランス語版を作成し，英語版をベースに国際的な学術誌に情報発信を試み
ることを第二の目的とした。 
＜方法＞平成 25 年 3 月 18 日に身体活動基準とアクティブガイドが発表された翌日の 3 月 19
日に，分担研究者を管理人として，健康づくりのための身体活動基準 2013・アクティブガイ
ドの Facebook ページを開設し，以後記事のアップならびにページ上での意見交換を継続的に
行った。ページヘの参加者や閲覧の動向を Facebook ページの機能であるインサイトを活用し
て分析した。アクティブガイドの内容を海外に発信することと，学術誌に引用できるようにす
るために，英語版，マレー語版，フランス語版に翻訳した。また，英語版をベースにアクティ
ブガイドの策定の背景のエビデンスを国際誌に投稿した。 
＜結果と考察＞平成 25 年 3月 3日の時点で 2,613 いいね！であった。多い週では 40 いいね！
を超える一方，少ない週には 0という場合もあり，管理者や策定メンバーによる講演などがき
っかけになっている場合が多かった。大手の新聞記事に取り上げられた際に高いリーチが記録
されていた。アクティブガイドの英語版，マレー語版，フランス語版の翻訳が完了し，国立健
康・栄養研究所のホームページに英語版とマレー語版を掲載した。また，アクティブガイドの
策定の背景のエビデンスを国際的な学術誌に掲載した。さらに欧州スポーツ科学会議などで身
体活動基準とアクティブガイドを紹介した。 
＜まとめ＞今後，健康づくりのための身体活動基準やアクティブガイドの普及・啓発のための
新たな試みを一層推進していく必要がある。 
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Ｆ. 健康危険情報 
 問題なし。 
 
Ｇ. 研究発表 

1．論文発表 

① Murakami H, Tripette J, Kawakami R, 
Miyachi M. “ Add 10 Min for Your 
Health”TheNew Japanese Recommendation 
for Physical Activity Based on 
Dose-Response Analysis. J Am Coll 
Cardiol. In press. 
 

② Miyachi M, Tripette J, Kawakami R, 
Murakami H. “+10 min of physical 
activity per day”: Japan is looking for 
efficient but feasible recommendation 
for its population. J Nutr Sci Vitaminol. 
In press. 

 

2．学会発表 
① Miyachi M. Evidence-based physical 

activity guidelines for Japanese: a 
systematic review and meta-analysis. 
Eur Coll Sports Sci. Amsterdam, 
Netherland. 

 
Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得 
 なし 
２．実用新案登録 
 なし 
３．その他 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 


